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研究成果の概要（和文）：　本研究では、実践型教育研究プログラム「ローカルの不思議」プロジェクトを通じて、自
らが居住する地域について、画一的なステレオタイプを克服して新たな地域イメージを再発見・再認識していくプロセ
スについて明らかにした。とくに、地域の図書館や博物館、地域メディア、あるいは地域の市民活動団体などとの間で
連携を行い、地域文化について認識を深めていく方法について明らかにした。
　さらに、地域間交流の方法論として、SNSや映像投稿サイトを活用したコミュニケーション・プログラムについて検
証を行った。

研究成果の概要（英文）： In this research, we have surveyed process that students re-discover and re-appre
ciate new local images, conquering uniform stereotypes, through practical research and education program "
Mystery of Local". Especially, we have collaborated with public library and museum, local media, civic-act
ivities group and deepened the recognition about local culture.
 Furthermore, we have tried new communication methods like SNS and video hosting survice, in order to deve
lop tools for exchange between different areas.

研究分野：

科研費の分科・細目：

情報学

キーワード： 情報社会学　メディアリテラシー　異文化コミュニケーション　ローカルの不思議　地域間交流　地域
イメージ　ステレオタイプ

図書館情報・人文社会情報学



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 本研究の背景として、4つの点がある。 
第一に、マスメディアを通じた地域イメー
ジのステレオタイプの広がりだ。日本では東
京一極に集中したメディア産業の構造の中、
地方文化については表象される割合が極端
に少ないか、取り扱われるとしても中央＝東
京からのステレオタイプ的な視点に絡め取
られた画一的なものに陥りがちである。 
第二に、近年における地域メディアや市民
参加型メディアの展開だ。ケーブルテレビ等
でのパブリック・アクセスの展開や非営利法
人を含めたコミュニティ放送の増加、ブログ
やSNSなどのインターネットを用いた個人に
よる情報発信など、従来のマスメディア型コ
ミュニケーションとは異なる多様なメディ
ア活動が活発化している。 
第三に、上記のような状況を踏まえて実施
してきた、地域間コミュニケーションに関す
る交流実践の蓄積だ。研究代表者および研究
分担者らのグループでは、2001 年度より地域
間コミュニケーションについての実践型教
育研究プログラム「ローカルの不思議」を継
続的に実施してきた。これは全国の大学生や
高校生の間で展開される交流授業のプログ
ラムであるが、相手地域に対して抱いている
地域イメージのステレオタイプ的な歪みを
意識化した上で、自らの暮らす地域の実情を
地域からの視点によって捉えた映像作品を
制作・交流し、オルタナティブな地域文化の
交流を図るという活動である。 
そして第四に、2011 年 3 月 11 日に発生し
た東日本大震災の影響である。東日本大震災
に関しては、マスメディアを通じて全国、そ
して全世界に伝えられた。しかし、その報道
の内容は、東京を中心とした被災地外の視点
に枠づけられたものであり、被災地内の実情
や実感とはかけ離れたものであった。こうし
た報道に関する被災地内外の温度差は、外部
からの視点に影響されつつ形成される地域
イメージと通底する問題を内包していると
いえる。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的として、大きく 3点があげら
れる。 
第一に、新たな地域イメージの再発見・再
認識に関する実践研究である。地域文化に関
するナショナルで画一的なステレオタイプ
を克服しつつ、地域の視点に根差した地域文
化の自己像を形成していくためには、具体的
にどのような方策が可能であるのか、逆にど
のような課題があるのかを実践的に明らか
にしていく。 
第二に、地域間コミュニケーションに関す
るプログラムのデザインである。ステレオタ
イプ的な地域イメージとは異なる新たな地
域イメージを、他地域との間で相互に交流し
ていくためのコミュニケーション回路のあ
り方について明らかにしていく。これまでの

「ローカルの不思議」プロジェクトでは、基
本的に教室という空間に限定された学校
間・学生間の交流にとどまっていたが、キャ
ンパスを越えたより広範な人々を巻き込ん
だ交流の可能性について実践的に検証して
いく。 
第三に、東日本大震災の発生以降に生じた
被災地内外の認識ギャップを架橋するため
の方策についての実践的な検証である。被災
地の外部から被災地を視るまなざしは、マス
メディアによるセンセーショナルな報道等
に影響されており、被災地の実情や実感とは
ズレが生じている。こうしたギャップを是正
し、被災地の内部と外部とを直接的につない
で相互の理解を促していくような方策につ
いて明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、主に 2つの実践的な教育研究プ
ロジェクトの実施によって実施される。一つ
目は、地域間コミュニケーションについての
実践型教育研究プログラム「ローカルの不思
議」の実施である。具体的には、参加学生た
ちが自らの地域について調べて映像の形態
に表現していく際に、地域の図書館や博物館、
地域メディアなど、の地域のさまざまな団体
や組織と連携していく。本研究では従来のよ
うに教室内に閉じられた活動ではなく、地域
社会に開かれた活動を通じて地域文化の理
解を進めていくことで、実際にどのような団
体とどのような連携を行うことが、どのよう
な地域文化の学びへとつながり、どのような
地域イメージの再認識をもたらすのかを明
らかにしていく。 
 二つ目のプロジェクトは、東日本大震災に
よる被災地の外部と内部とをつなぐメディ
ア実践「Bridge! Media 311」プロジェクト
である。本プロジェクトは「ローカルの不思
議」プロジェクトの発展形として捉えられる。
被災地の外部における被災地とのつながり
や災害をめぐる地域の集団的記憶など、災害
という観点からみたそれぞれの地域の特徴
を映像等に表現して、被災地の内部へと伝え
ていく活動を最初に行う。その一方で、被災
地外からの学生たちが被災地を訪れ、自分た
ちの目で見た被災地の状況を被災地の外部
へと伝えていく活動を通じて、画一的な視点
による被災地に関する表象を相対化してい
く視点の獲得を実践する。 
 
４．研究成果 
 以下、本研究の成果として、2 つの教育研
究実践である「ローカルの不思議」プロジェ
クトと「Bridge! Media 311」プロジェクト
について、そして両プロジェクトに共通する
問題として交流プログラムのデザインにつ
いて記載する。 
 
(1)「ローカルの不思議」プロジェクト 
①プロジェクトの概要 



 「ローカルの不思議」プロジェクトは、メ
ディアリテラシーと地域の文化表象につい
て体験的に学ぶ教育研究カリキュラムであ
り、全国各地の学生や生徒が自らの地域につ
いてのクイズ映像を制作し、相互に交換、交
流することで、地域イメージの特徴や問題点
について明らかにするものである。 
 その背景としては、現在のマスメディア環
境が東京一極集中の産業構造によりなりた
っており、地域の表象も基本的に中央＝東京
からの視点に強く影響されたものであるこ
とがあげられる。そのため、地域の表象は画
一的なステレオタイプに沿った形のものが
広まっていると言える。本プロジェクトは、
こうした現状を再認識し、オルタナティブな
表現の可能性を実践的に明らかにするもの
である。 
 
②プロジェクトの手順 
プロジェクトの最初の段階では、学生たち
は交流先の相手地域に対して抱くイメージ
を、一枚の白紙上にキーワードの形でマッピ
ングする。こうして作成した「イメージ・マ
ップ」上には、交流相手先の地域に関するイ
メージが可視化される。中には、相手地域に
対する誤解や偏見、ステレオタイプも含まれ
ており、こうした地域イメージの可視化を経
て、参加者たちは地域の文化表象の問題につ
いて意識するようになる。 
 第二段階では、このイメージ・マップを交
流相手校と相互に交換する。自分たちが地域
に対して抱いていたセルフ・イメージと、他
者のまなざしによって可視化された地域イ
メージとのギャップを目のあたりにして、参
加者たちがショックを受けることも少なく
ない。 
 このイメージ・マップのもう一つ仕掛けと
して、マップ上に個々のイメージを記入する
際に、そのイメージが主にどの情報源から得
たものなのかを思い起こし、色を使い分けて
記入することになっている。そのため、完成
したイメージ・マップを見ると、地域イメー
ジのステレオタイプが、どのような経路を経
てもたらされたのかが明確になる。口コミや
実体験、インターネット情報などの複数の情
報経路の中で、マスメディアが与える影響は
非常に大きい。教科書や授業などの学校教育
が与える影響と並び、テレビや新聞などのマ
スメディアによってもたらされる情報が、各
地域で地域イメージの形成に大きな影響を
与えていることが分かる。 
 こうして他者からの地域イメージを認識
した上で、次の段階で学生たちは自分たちの
地域を主にクイズ映像の形で表現していく。
メディア表象の中で氾濫するステレオタイ
プを意識しつつ、その画一的なイメージに対
抗する地域の姿を伝えたり、逆にステレオタ
イプをより深く掘り下げていこうと工夫す
る。 
 そして最後の段階で、それぞれの学生たち

が作成した映像を交換し視聴し合う。対面上
の直接交流やネット上での交流など手法は
さまざまであるが、映像だけではうまく表現
しきれなかった部分の言葉を補いながら、各
地域についての理解を深めていく。 
 
③プロジェクトの知見 
 本研究においては、これまで実施してきた
「ローカルの不思議」プロジェクトをより発
展させていくために、大学や高校などの教室
内に留まらずに、地域に存在する学外の諸機
関との連携を積極的に行い、参加者たちが地
域文化の理解や認識をより深めていくよう
試みた。図書館や博物館などの公共施設や地
域メディアなどを活用し、自らの地域の再発
見や再認識に役立てていくことができた 
 そうした連携の中でとりわけ有効であっ
たのは、地域の映像アーカイブの活用である。
地域の文化的遺産を蓄積する機関としては、
図書館や文書館などが一般的である。ただし、
これらの機関で所蔵されているのは基本的
に文字資料であるが、それらを理解するため
には前提となる一定の知識や文脈の理解が
必要となる。一方で、映像資料は直感的に地
域文化を理解しやすいという特性がある。も
ちろん、各々の映像資料の背景をきちんと理
解しないと、思わぬ誤解をする可能性もある
ので注意は必要ではある。現在、各地で地域
の映像資料をアーカイブとして蓄積してい
こうという試みが広がりつつあるが、こうし
たアーカイブの有効的な活用という観点か
らも、学生や生徒による地域文化の捉え直し
に向けて地域の映像アーカイブを利用して
いくことは、今後、さらに重要になっていく
ものと思われる。 
 
(2) 「Bridge! Media 311」プロジェクト 
①プロジェクトの概要 
「Bridge! Media 311」プロジェクトは、「ロ
ーカルの不思議」プロジェクトの知見を踏ま
えつつ、東日本大震災後の被災地の表象のあ
り方について批判的に捉え直していく実践
プロジェクトである。被災地外の学生が震災
や災害と地域との関係について調べ、映像と
して被災地の内部の人々に伝えていく。その
一方で、被災地外の学生たちは被災地を訪れ
て自らの目で現状を確かめ、映像や音声など
の形で地元の人々へと伝えていく活動を行
う。 
マスメディアを中心とした被災地の表象
が、外部からの視線によるセンセーショナル
な内容や画一的なストーリーに沿ったもの
になりがちであることに対抗して、自分自身
の目で見た被災地の状況を被災地外の人々
へとメディア表現により伝えていくという
実践的活動である。 
 
②プロジェクトの手順 
 まず最初の段階で、被災地外の学生たちは
自分たちの地域と災害との関係について調



査を行い、その結果を主に映像の形にして表
現していく。地域と災害との関係の内容は多
様であり、東日本大震災の被災者向け支援活
動に着目したものや、過去に発生した災害に
対する地域における集団的な記憶を取り上
げたものなどもあった。いずれにせよ、こう
した内容は、災害や震災という観点からみた
各地域の持つ特徴であり、それまではなかな
か意識化されることのなかった地域のあり
方について、再認識するきっかけとなったと
言える。 
 次の段階では、そうして作成した各地域の
映像を、被災地に住む学生や人々に見てもら
う。この際に、被災地で多数作成されつつあ
る映像アーカイブへ資料として登録する場
合もある。被災地の人々にとって、被災地外
の災害との関係についてはあまり知られて
いないことであり、被災地外の状況を被災地
内へと伝えていくという意味がある。 
 被災地外の学生たちは、次には被災地に足
を運び、被災地の現状について確認するとと
もに、実際に被災者とも直接触れ合い、その
話を聞く。それまでマスメディア等で知って
いた被災地の状況、あるいは時期がたってマ
スメディアでは滅多に触れられなくなって
しまった被災地の生の状況について、自分の
目と耳で知り、深く理解する。 
 その上で、地元の地域に被災地の現状を伝
えるためのメディア表現を行っていく。その
表現形式は地元に伝えていく際に利用する
メディアによって異なるが、通常の映像形式
にまとめる場合もあり、ラジオでの放送のた
めに音声にまとめていく場合もある。また、
ごく簡単なスライドショーの形式であるデ
ジタル・ストーリーテリングの形にまとめる
場合もある。 
 最後に、自分たちが各種のメディア表現に
まとめた被災地の状況について、地元の被災
地外の人々へと伝えていく。 
 
③プロジェクトの知見 
 「Bridge! Media 311」プロジェクトを実
践して明らかになったことは、マスメディア
等で報じられる東日本大震災の被災地の描
かれ方は、センセーショナルな映像や感動を
強要するセンチメンタルな表現などに集中
しがちで、被災者の実感やリアリティとの間
でギャップが生じていることが少なくない
ことである。こうした背景には、「ローカル
の不思議」プロジェクトで問題にしたのと同
様に、東京を中心とした中央一極型のマスメ
ディアの産業構造があり、東京からの視点に
よって被災地を理解しがちであるという問
題がある。 
 そのため、学生たちが被災地を訪れて、実
際に自らの五感を通じて被災地の実情を知
り、その状況を伝えていこうとする時に、大
きな驚きや戸惑い、逡巡が生じることになる。
マスメディアを通して広く流通する被災地
に関する表現に対して、地域から地域へと直

接むすぶオルタナティブなメディア表現が
なされる可能性があると言える。 
 また、逆に被災地外の状況を被災地の中の
人々に伝えていくという活動の意義も確認
された。大災害の発生後は、被災地は常に報
じられる側に押しやられてしまい、被災地に
向けて伝えていくという意識は希薄になり
がちである。しかし、各地で行われている過
去の被災経験をもとにした被災地への支援
活動の様子を伝えていくことは、被災地の外
部と内部とをつなげていくためにも意義は
大きい。とくに、震災発生後に一定の時間が
経過し、マスメディアで報道される分量も減
りつつある中で、被災者たちは自分たちだけ
が周囲から取り残されてしまうのではない
かという懸念を抱きがちである。こうした状
況の中で、被災地とつながりを保ち続けよう
とする外部の活動を知らせることは、地域間
の信頼関係を保つためにも重要であると言
える。 
 
(3)交流プログラムのデザイン 
 本研究においては、交流プログラムの実施
に際して各種のツールを活用したさまざま
なプログラム・デザインの開発も行った。そ
の中で、とくに顕著な成果のあったタブレッ
ト端末の活用とSNSサービスの活用について
以下にまとめる。 
 
①タブレット端末の活用 
 タブレット端末は、教育現場での活用が広
まりつつあるが、「Bridge! Media 311」プロ
ジェクトの実施に際して、一人 1台の活用を
試行した。 
 タブレット端末の特徴として、オール・イ
ン・ワンとして複数の高度の機能が一つの端
末で可能である点や、比較的簡単かつ直感的
に操作が可能である点、容易に持ち運びでき
る点などがあげられる。こうした特徴を有効
に活用すると、タブレット端末を用いて自ら
の活動を振り返ったり、自ら感じたことをす
ぐに映像や音声の形で表現することが可能
になるなど、個人レベルでの能力を拡張させ
ていくことができる。本プロジェクトの中で
は、被災地の状況をスライドショー形式のデ
ジタル・ストーリーテリングの様式にまとめ
る形をとったが、こうした個人での思考や表
現活動を支援するのに、タブレット端末は非
常に有効なツールであると言える。 
 一方で問題として、タブレット端末を活用
するとどうしても活動が個人レベルに留ま
りがちになってしまう点がある。こうした問
題を克服するためには、個人の活動をグルー
プ活動へと展開させていき、認識や感情を他
者と交流させていく仕掛けを設けたり、タブ
レット端末を活用しつつグループ活動を可
能としていくようなアプリケーションの開
発が必要となると思われる。 
 
②SNS の活用 



 近年の SNSの普及は目覚ましいものがある
が、「ローカルの不思議」プロジェクトにお
いても地域間交流の一環としてSNSを活用し
た。とくに facebook のグループ機能を利用
した。 
 その結果、プロジェクトの参加学生たちは
自由にコメントを発することができ、交流が
活発化したことが指摘できる。とくに、プロ
ジェクトの初期段階からSNSを利用できるよ
うにすると、従来のように対面交流やスカイ
プを活用したネット交流を行う特定の時間
だけではなく、プロジェクトの全般を通じて
交流を行うことが可能となった。このため、
時間が経過するにつれて交流もより深まり、
最終的な相互理解の程度も高まった。 
 また、facebook は Youtube などの映像投稿
サービス等との連携が比較的容易である。そ
のため、映像の交換を伴うような本プロジェ
クトの実施においては、従来のように映像パ
ッケージの郵送による交換や重い動画像デ
ータの交換が不要となり、交流をスムーズに
進めることができる。 
 一方で問題として、各種の SNS は参加者が
日常的に利用しているものであり、その一角
にプロジェクトの交流活動が紛れ込んでし
まうと、交流の特異性が消え去ってしまい、
SNS 空間の他のコンテンツの中で埋没してし
まう危険性もある。 
また、利用者によっては SNS の利用がスマ
ートフォンなどのモバイル端末によって行
われる場合も多いが、サイズの小さなモニタ
は映像の視聴環境としては限定的であり、せ
っかくの映像表現が十分に伝わらない危険
性もある。この点については、内容に応じた
利用端末を選択するなどの注意喚起が必要
となるであろう。 
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